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平成１０年度ＣＦＣ回収状況 

 

 平成１１年９月１日、オゾン層保護対策推進月間の初日に、通商産業省及環境庁が、平

成１０年度のフロン回収状況について発表しました。ここでは、その概要を紹介します。 

 

１． ＣＦＣの回収率 

 平成１０年度は、関係業界や地域におけるフロン回収システムが整備され始めた時期

でもあり、全般的には低い水準であった。 

機器の種類 
回収台数又は回収

量 

推計廃棄台数又は

推計回収可能量 
回収率 

家庭用冷蔵庫 １，２１５千台 ４，１８２千台 ２９％(台数ベース)

 うち市町村ルート １，０８０千台 １，４１２千台 ７７％(台数ベース)

 うち家電販売店等ルート   １３５千台 ２，７７０千台  ５％(台数ベース)

カーエアコン   １４０ｔ １，２００ｔ １２％(量ベース) 

業務用冷凍空調機器   ６９０ｔ １，２３０ｔ ５６％(量ベース) 

 

２． フロン回収を実施する市町村 

 家庭用冷蔵庫からフロンを回収している市町村は、平成１０年度末までに全体の約８

１％に達した。兵庫県は約８７％であった。 

 全国 兵庫県 

フロン回収実施市町村数 ２，６２０ ７９ 

全市町村数に対する割合 ８１．０％ ８６．８％ 

 また、ＣＦＣの回収台数も増えているが、推計廃棄台数も増えているため、ＣＦＣ回



収率(台数ベース)は約７７％と、９年度の約７８％を下回った。兵庫県は約７２％であ

った。 

 なお、ルームエアコンについては回収率が悪く、全国では約６１％であり、兵庫県で

は約６４％であった。 

電気冷蔵庫 ルームエアコン 
 

全国 兵庫県 全国 兵庫県 

回収量（ｔ） ６９．９ － － － 

フロン回収台数(千台) 1,080 31 154 3 

推計廃棄台数(千台)又は

機器収集台数(千台) 
1,412 43 252 4 

回収率（％） ７６．５ ７１．５ ６１．１ ６４．０

 

３． フロン回収推進協議会 

 関係市町村、関係業界等が参加したフロン回収推進協議会等は、平成１０年度末で約

９７％、平成１１年８月にすべての都道府県・政令指定都市に設置された。 

 

４． フロン破壊処理施設 

 フロン破壊処理施設は平成１０年度末で３３施設あり、平成１０年度の破壊処理量は

約５３７ｔである。 

 参考までに、兵庫県フロン回収・処理推進協議会の平成１０年度破壊処理量は、約２

３ｔである。 

 

 

 以上が概要ですが、全体的に「回収率は低い」ことがわかります。 

 近畿地方では、平成１０年８月に自動車工業会が、平成１１年２月に近畿冷凍空調工業

会がフロン回収・処理システムの運営を開始したばかりですので、あまり高い回収率には

ならなかったのでしょう。 

 

 なお、平成１０年度の兵庫県下のフロン回収状況につきましては、協議会構成団体の皆

さんのご協力のもと、現在調査中です。集計結果がまとまるのは平成１２年３月初旬の予

定ですので、まとまり次第、会員の皆様には報告させていただきます。 



平成１０年度オゾン層監視結果 

 

 平成１１年７月２２日に、環境庁より、「平成１０年度オゾン層等の監視結果に関する

年次報告書について」と題した記者発表がありました。 

 これは、平成１０年度のオゾン層破壊の状況や、ＣＦＣ等の大気中濃度等の監視結果に

ついて取りまとめたものです。 

 主な内容は次のとおりです。 

 

１． 南極上空のオゾンホールの規模は過去最大 

 オゾンホールの面積は南極大陸の約２倍に達し、過去最も遅い１２月中旬以降に消滅

した。 

２． オゾン全量の長期的傾向は、低緯度を除いた地域で減少傾向 

 高緯度ほど減少傾向が強く、減少は春先に顕著である。 

 日本上空でも、札幌で減少傾向が確認されている。 

３． 北半球中緯度では、ＣＦＣの増加はほとんど止まっている 

 北海道でのＣＦＣ濃度の増加率は年０～２％で、ＣＦＣ濃度の増加はほとんど止まっ

ている。 

 一方、ＨＣＦＣ及びＨＦＣについては増加の傾向にあり、今回始めて取りまとめたハ

ロンについても増加の傾向が確認された。 

４． 日本での有害紫外線の地上照射量は大きな変化なし 

 日本では、オゾン全量が減少している札幌を含む、国内４ヵ所での有害紫外線の観測

値には、１９９１年の観測開始以来、明らかな増加傾向は見られていない。 

５． オゾン層破壊物質の濃度は２０００年までにピークに 

 １９９８年ＷＭＯ（世界気象機関）／ＵＮＥＰ（国連環境計画）科学アセスメントパ

ネル報告書によると、モントリオール議定書の規制をすべての国が遵守すれば、（１）

オゾン層破壊物質の濃度は２０００年までにピークに達し、（２）オゾン層破壊のピー

クは２０２０年までに訪れ、（３）オゾン層破壊物質の濃度は２０５０年までに１９８

０年以前のレベルに戻る、と予測されている。 



 

フロン回収装置＆ボンベ リース情報

 

１． フロン回収装置 

（１）回収装置リース状況 （平成１１年９月３０日現在） 

リース先 リース台数 うち据置型 うち車載型 備   考 

自動車解体処理事業者 

冷凍空調工事業者 

廃棄物処理業者 

１０台

７台

２３台

１０台

７台

２２台

０台

０台

１台

  

計 ４０台 ３９台 １台  

 

（２）リース可能回収装置 

 カーエアコン専用の据置型回収装置（ジャテック製 17400）が１台あります。 

 希望者が多い場合は抽選となります。 

 

（３）リースに関する注意事項 

①  リース料金には、修理、メンテナンス費用は含みません（使用者負担になります）。

②  リースされた回収装置の搬送費用は、リース会員の負担となります。 

③  リース期間は、お申込みから６ヶ月以上で、最大平成１２年３月末日までとなり

ます。それ以降もリースを希望する場合は継続申請することができます。 

④  回収装置のリースが決定された場合、リース期間内に当推進協議会の「回収フロ

ン処理システム」を利用して、フロンの破壊処理をしてください。 

⑤  年２回、フロンの回収状況の報告をお願いしますので、フロンの回収量、破壊処

理量は把握しておいてください。 

⑥  ④または⑤ができない場合は、リース期間満了後、継続してリースをする事が出

来ません。 

 



２．フロン回収用ボンベ 

ボンベリースおよび在庫状況 （平成１１年９月３０日現在） 

区分 回収装置メーカー 容量 フロン名 リース累計 在庫本数 備  考 

専用 

中島自動車電装 

中島自動車電装 

ジャテック 

マツダ産業 

日立オートシステムズ 

トキメック 

20kg

20kg

20kg

20kg

10kg

20kg

１２ 

２２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

３８本

２２本

５本

０本

２本

１本

 ８本 

０本 

０本 

１本 

０本 

０本 

回収装置の専用

ボンベ 

汎用  

10kg

10kg

20kg

20kg

20kg

１２ 

２２ 

１２ 

２２ 

５０２

０本

１本

８９本

８７本

３本

０本 

０本 

３８本 

１２本 

６４本 

サイフォン付き、

２口ボンベ 

計 ２４８本 １２３本   

※ 汎用ボンベとは、一般に使われているボンベのことで、お持ちの回収装置に合うと

は限りません。もしもリースしたボンベが回収装置に接続できなかった場合は、取引

のある高圧ガス取り扱い業者にご相談ください。 

 

小学生作文絵画コンクール作品展 

 

 明石市商工会議所婦人会の主催で、小学生

（環境・ゴミ問題）作文・絵画コンクールが

実施され、その作品展に当協議会が「オゾン

層保護」に関するパネルを展示させていただ

きました。 

 展示場所は、明石市立産業交流センター１

階の展示場で、夏休み最初の、平成１１年７

月２１日（水）～２５日（日）の５日間展示

されました。 

【パネルの写真】 

 また、フロン回収実演でいつもお世話になっている、当協議会会員の㈲三木商店も、車

載型フロン回収装置（フロン回収車）を展示しました。 

 



フロン回収技術講習会を開催 

 

 オゾン層保護対策推進月間中である平成１１年９月１６日（木）、兵庫県中央労働セン

ター小ホールにおいて、フロン回収技術講習会を開催しました。 

 ここではその概要を報告します。 

【講習中の写真】 

＜フロン回収技術講習会 概要＞ 

１． 日時 平成１１年９月１６日（木） 

１３：３０～１５：３０ 

２． 場所 兵庫県中央労働センター小ホール 

３． 出席者数 ８７名 

４． 講習内容 

（１） オゾン層保護対策の動向について 

講師：環境庁大気保全局広域大気管理室室長補佐 太田志津子 

（２） 環境の保全と創造に関する条例について 

講師：兵庫県生活文化部環境局大気課課長補佐兼地球環境係長 矢内健太郎 

（３） フロン回収技術について 

講師：中島自動車電装株式会社代表取締役 中島 朗（技術委員会委員） 

 この講習会は、会員の皆さんのフロン回収技術の向上

が一番の目的ですが、フロン回収に対するご理解を改め

て得るためにも、オゾン層保護や県条例についても説明

させていただきました。 

 なお、今回の講習会では、受講者の皆さんに「受講証

（右図参照）」を発行いたしました。 

 この受講証は、「資格」ではありませんが、店内に飾

っていただければ、お客様に対して、「適正にフロンを

回収し、処理している」旨、アピールできることと思い

ます。 

 また、次回「フロン回収事業者名簿」を発行する際に

は、「講習会受講の有無」についても記載します。 

【受講証】 



ひょうごエコフェスティバル’99に 
出展・協賛します 

 

 今年も「ひょうごエコフェスティバル」に出展及び協賛します。 

 これは兵庫県が実施する「ふれあいの祭典」の中の「さわやか環境まつり」のことで、

県民の皆さんが環境問題について考え、行動を起こす契機となることを目的に、平成３年

度から開催されているものです。今回は下記のとおり行われます。 

 

１．開催日時  平成１１年１０月２３日（土）・２４日（日） 

 １０：００～１６：００ 

２．会  場  県立明石公園 東芝生広場 

３．入 場 料  無料 

 

 展示内容は、フロン回収装置やパネルの展

示、昨年から実施しております紫外線の測定

の他、マスコットキャラクター「オゾンちゃ

ん」（下図）を使ったイラストも展示してお

ります。 

 オゾンのふろしきで地球を包み、有害紫外

線から地球を守る、「オゾンちゃん」の活躍

を４コマ漫画にしてみました。 

 両日とも来場者のうち、オゾンちゃんに手

紙を書いてくれた先着１００名様（お子様を

対象）には、記念品を差し上げます。 
 

 当日は、協議会の展示以外、ご家族連れの方にも楽しんでいただけるような催しを、い

ろいろ企画されていますので、ぜひご来場ください。 

 また、会場は昨年とは別の場所になっております。昨年は明石西公園で開催しておりま

したが、今回は「明石公園」での開催となっております。ご注意ください。 

 なお、ひょうごエコフェスティバル’99に関するお問い合わせは 

実行委員会（兵庫県環境政策課内） ＴＥＬ 078-362-3156 



ルームエアコンの撤去時は要注意 

 

 フロンの回収については、会員の皆さんには日頃よりご協力をいただきありがとうござ

います。 

 しかし、冒頭のＣＦＣ回収状況にも書いてあるとおり、ルームエアコンについては回収

率がよくありません。これは、作業中あるいは搬送中にフロンが抜けているためです。 

 ルームエアコンを撤去する際には、確実にバルブを閉め、室外機にフロンを集めて、確

実にフロンを回収するようお願いします。 

 現場で直接フロンを回収できない場合は、室外機にフロンを封じ込め、搬送する際にも

フロンの漏出防止にご注意願います。 

 また、事業者に委託される際にも、フロンの漏出を防止するよう、ご依頼願います。 

 

事務局だより 

 オゾン層保護対策推進月間である９月には、フロン回収技術講習会も無事終わり、とう

とう平成１１年度も下半期に突入しました。 

 兵庫県主催の行事としては、１０月にはひょうごエコフェスティバルがあり、１１月か

らは地球温暖化防止県民フォーラム（仮）も順次開催されます。協議会では、これらのイ

ベントに、協賛など何らかの形で参加する予定です。 

 現在、事務局では、エコフェスティバルの準備に追われており、とりわけ「オゾンちゃ

ん」関連の仕事の比重が増えております。 

 エコフェスティバルに出展する「４コマ漫画」全４編は、やっと完成しました。この漫

画については下記ホームページにも掲載予定ですので、エコフェスティバルに来場されな

かった場合は、ホームページをごらんください。 

 ホームページについては、もっと見やすくするため、近々大幅にリニューアルする予定

です。もうしばらくお待ちください。 

兵庫県フロン回収・処理推進協議会  

〒650-8567 神戸市中央区下山手通５－１０－１（兵庫県生活文化部環境局大気課内）

ＴＥＬ（０７８）３６２－３２８４ ＦＡＸ（０７８）３６２－３９６６ 

http://www.bekkoame.or.jp/ro/fron 

 


